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　印旛沼やその周辺の水辺環境などに興味と関心を持って
もらうために開催される「水辺の風景画コンクール」。今年
は印旛沼流域13市町から1,809点の応募があり、市内の
小・中学生の作品が以下のとおり入賞しました。
展示期間…12月6日（木）〜12月13日（木）

市役所1階ロビー
環境保全課保全係（☎33-4491）

◎入賞作品・作者（敬称略）
最優秀賞　

「印旛沼の夕日」　田口　柊
とう

真
ま
（西の原小4年）

印西市長賞　
「ハグロトンボとヨシノボリ」　北脇　杏

あんず
（小倉台小4年）

佳作　
「岩ばのたこ」　渡邊　昴

すばる
（高花小2年）　

「水辺の風景」　片岡 真
まな

花
か
（木刈中1年）

●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

印西市長賞 持ち運びに便利なA5サイズ

最優秀賞

広報　いんざい

　松山下公園総合体育館2階に立派な弓道場があることをご存知ですか。日頃
は40名の印西市弓道協会会員が練習しています。3年前からは、5〜6月の10
日間にわたり初心者弓道教室が開催されていると知り、早速参加してきました。
　初めて持つ長い弓と矢の扱いに戸惑いながらの第一射は下にポトリと落ち、

いつも足袋・袴姿で練習する会員の皆さん

射技も様になってきました

国際交流協会と連携し、
外国の人向けの体験教室も開催

印西市弓道協会会長・三須俊夫（☎090-3331-1409）

　初めて開催された女性模擬議会。公募等によって選出された8名の女性模擬議員
は、2か月余りにわたる学習期間を経て、本会議場演壇に登壇しました。
　登壇した女性模擬議員は、道路や防犯灯、災害時の備え、環境保全など、ふだん
の生活で感じている疑問や課題を、女性の視点で捉え質問や提案をするなど、市政
への理解や関心を高めていました。
問議会事務局（☎33-4614）

10/31

第21回「水辺の風景画コンクール」

入選作品を展示
「印西市の指定文化財」
パンフレットが新しくなりました
　市内指定文化財の一覧や写真、マップを掲載したパンフ
レットが新しくなりました。
　印西市内には、国、千葉県、印西市が指定した文化財が
50件あります。これらは、長い歴史の中で育まれ、守り
伝えられてきた貴重な財産です。
　新しいパンフレットでは、市内を8地区に分けたマップに、
文化財の所在地を示し、バス停やトイレの位置も掲載しまし
た。また、各文化財の解説では製作等の年代をバーで表示
しています。文化財の魅力が凝縮されたパンフレットを片手
に、文化財巡りをしてみませんか。郷土史学習のためにもぜ

二射目は全くの的外れと散々な結果からのスタート。会員5名による射
しゃ

技
ぎ

の見
学では、入場から行

ぎょう
射
しゃ

をし退場までの一連の動作がとても静かで美しく魅了さ
れました。その後、弓道についての講義を聞き、立つ・座る・歩くなどの「体

たい

広報レポーター
橋本 千代子（岩戸）

配
はい

」と弓を引く動作の基本「射法八節」をマンツーマンで指導してもら
い、10日目には少しは様になった射技ができるようになりました。
　会員の皆さんに弓道の魅力を尋ねると、「姿勢が良くなる」「高齢に
なっても続けられる」「1つのことだけに集中できる」「次々に課題が出
てきて奥が深い」など多数。
　県の弓道連盟理事でもある会長の三須さんも、「弓道は年齢性別問わ
ず、体力に応じた弓を使い誰にでもできる武道・スポーツです。始め
ると奥が深く日常生活を豊かなものにしてくれるはずです。一緒にや
りましょう。」とのこと。皆さんも来年の初心者弓道教室に参加して、
弓道の魅力を体感してみませんか。

私たちが住むまちの事だから
女性模擬議会を開催

印西市初心者弓道教室に参加して

ひご活用ください。
◎配布場所…生涯学習課、各支
所・公民館、中央駅前地域交流
館、印旛歴史民俗資料館、木下
交流の杜歴史資料センター

無料
※郵送を希望する人は下記へお
問い合わせください。

生涯学習課文化係
　（☎33-4714）

広報
レポーターが気づいたまちの
魅
力住よ
実感
みさ

PHOTO 
NEWS

まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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